
科理

理科の教育課程の編成

’基本的な考え方

アすべての生徒が履修すべき理科の科目は、「理科基礎｣、「理科総合Ａ｣、「理科総合

Ｂ｣、「物理Ｉ」、「化学Ｉ」、「生物Ｉ」及び｢地学Ｉ」のうちから２科目（｢理科基礎｣、

「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」のうちから１科目以上含むものとする｡)。

イ「物理II｣、「化学11｣、「生物11」及び「地学Ⅱ」については、それぞれに対応する

「Ｉを付した科目」を履修した後に履修させるものとする。

ウ理科の科目は、現行の４単位の科目をなくして、各科目とも２単位又は３１１１位の科

目として、多くの科目を履修できるよう改訂されたことから、教育課程の編成に当

たっては、幅広く履修する方法と深く履修する方法を考える必要がある。

エ科目選択の趣旨を生かし、生徒の特性、進路等に対応した学習が行われるよう各学

校において、適切な履修科目、順序、単位数を定めて教育課程を編成するとともに、

各科目の性格と目標を十分考慮し、その趣旨が十分発揮できるように３年間を見通し

た履修計画、指導計画を作成することが大切である。

配慮すべき事項

ア理科の科目の単位数について

総則の第３款１で「すべての生徒に履修させる各教科・科目とその単位数は、標準

単位数として示された単位数を下らないものとする｡」とされている。また、「ただ

し、生徒の実態及び専門教育を主とする学科の特色等を考慮し、特に必要がある場合

には、２単位である必履修教科・科目を除き、その単位数の一部を減じることができ

る｡」と示されている。

「理科基礎｣、「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」は標準単位数が２単位であるので、

これらの科目を必履修科目として履修させる際は、その単位数を減ずることはできな

い。また、「物理Ｉ」、「化学Ｉ」、「生物Ｉ」及び｢地学Ｉ」を必履修科目として履修さ

せる際は、標準単位数が３単位であるので、単位数の一部を減ずることができるとさ

れているが、専門教育を主とする学科の特色や多様な生徒の実態等を考慮し、著しく

履修が困難な場合など特に必要がある場合に限定される。

単位数を増加して配当することについては、総則第２款２で「生徒の実態等を考慮

し、特に必要がある場合には、標準単位数の標準の限度を超えて単位数を増加して配

当することができる｡」とされている。例えば、「Ⅱを付した科目」を大項目選択とし

ないで専門性を深めるためにすべての項目を学習する場合は４単位とすることなどが

考えられる。また、「IIを付した科目」以外の科目についても、時間をかけてじっく

り観察、実験などを行い、学習効果を高めるために単位数を増加して配当することが

考えられる。

イ分割履修について

各教科・科目の単位数を配当する場合、２以上の年次にわたって分割して履修する

１ 
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場合もある。また、各教科・科目の授業を特定の学期に行うことも可能である（総則

第５款１)。このような規定を活用して科目の特質等に応じた弾力的な履修も可能であ

る。

ただし、２単位科目を学年をまたがって分割履修させる場合は、学習効果や科目の

目標の達成等に配慮して履修させることが必要である。

ウ科目の履修順序と履修年次について

理科の各科目の履修年次の指定はない。履修の順序については、「nを付した科目」

は、原則として、それぞれに対応する「Ｉを付した科目」を履修した後に履修させる

ものとされている。これは、「Ⅱを付した科目」の内容は、「Ｉを付した科目」の内容

を更に発展、深化させた内容から構成されているからである。

その他の科目は特に履修の順序は示されていないが、「理科基礎」については、基

礎的な必履修科目として履修すること以外に、例えば、将来は理科に関する分野に進

む生徒が、科学に対する興味・関心を高めることをねらいとして他の科目を履修した

後で又は並行して選択履修することなども考えられるなど、他の科目との間に履修の

順序性はない。また、「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」については、基本的には「Ｉ

を付した科目」より基礎的・基本的な内容で構成されていることなどに留意する必要

がある。

(3)特色ある教育課程の編成

教育課程の編成に当たっては、生徒の特性、進路等に応じた適切な各科目の履修がで

きるようにするため、多様な科目を設け生徒が自由に選択履修できるよう配慮すること

が必要である。これらのことを踏まえた履修の一例を示すと、次のような設定が考えら

れる。

ア「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」を中心とした広く、深く履修させる設定例

イ化学を中心とし、文系は広く履修させ、理系は広く深く履修させる設定例

※科目の（）内の数字は標準単位数であり、下線は必履修科目である。

－３６－ 

ア

１年 ２年 ３年

イ

１年
２年

文系 理系

３年

文系 理系

理科基礎（２）

理科総合Ａ（２）

理科総合Ｂ（２）

物理Ｉ（３）

化学Ｉ（３）

生物Ｉ（３）

地学Ｉ（３）

物理ＩＩ（３）

化学１１（３）

生物１１（３）

地学１１（３）

２’２’ 

i]’ 
芒！

３’ 

２’ 

i]， 
３ 

３ 

３ 。 ３ 

２ 

!]， 
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ウ文系は広く履修させ、理系は広く深く履修させる設定例

エ「理科総合Ａ」及び「理科総合Ｂ」を中心とした広く履修させる設定例

オ「生物Ｉ」及び「理科基礎」を中心とした設定例

力選択履修が困難な場合の「理科総合Ｂ」を中心とした設定例

キ選択履修が困難な場合の「理科総合Ａ」を中心とした設定例

指導計画と内容の取扱い

指導計画作成上の留意点

ア必履修科目では中学校理科との関連を考慮するとともに、科学の発展と人間生活と

のかかわりや日常生活と関連付けて身近な自然の事物・現象について理解させ、科学

的な見方や考え方を育成すること。

２ 

(1) 

－３７－ 

ウ

1年
２年

文系 理系

３年

文系 理系

エ

１年 ２年 ３年

理科基礎（２）

理科総合Ａ（２）

理科総合Ｂ（２）

物理Ｉ（３）

化学Ｉ（３）

生物Ｉ（３）

地学Ｉ（３）

物理１１（３）

化学１１（３）

生物１１（３）

地学１１（３）

２一

２’ 

君３ 1斗
卦

２’ 

２’ 

i手

オ

１年 ２年 ３年

力

１年 ２年 ３年

キ

１年 ２年 ３年

理科基礎（２）

理科総合Ａ（２）

理科総合Ｂ（２）

物理Ｉ（３）

化学Ｉ（３）

生物Ｉ（３）

地学Ｉ（３）

物理１１（３）

化学１１（３）

生物１１（３）

地学１１（３）

３’ i]， 

２ 

１１’ 

２’ 

３’ 

３ 

２’ 

３’ 

３ 
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イ「Ｉを付した科目」では各学問の基本的な概念の形成を図るとともに、探究する方

法の習得を通して、科学的な思考力、判断力及び表現力を育成すること。また、「11を

付した科目」では各「Ｉを付した科目」との関連を考慮すること。

ウ理科の各科目では観察、実験、調査を重視するが、新設された各科目では、探究的

な活動を通して自然を総合的にとらえられるようにすること。また、「Ｉを付した科

目」の「探究活動」や「nを付した科目」の「課題研究」においては、仮説の設定、

実験の計画、実験データやデータの分析・解釈など探究の方法を習得させること。

エ課題を適宜設けて考察させたり探究させる場合は、創意ある報告書にまとめさせた

り、発表を行わせたりすること。

オ指導に当たっては、適宜コンピュータなどを活用させること。

(2)内容の取扱い

ア校外の自然や施設を活用すること。

積極的に野外観察や調査を行い、自然に直接触れて学習するよう配慮する。また、

科目によっては、地域の社会教育施設ばかりでなく、大学や企業の施設や研究所を活

用することも考えられる。

イ観察、実験、野外観察、調査などの指導に当たっては、特に、事故防止について十

分留意すること。

化学的な実験や野外調査などにおいては、基礎的知識や操作技能を欠くことによっ

て危険を伴うことがあるので、安全教育の指導に十分な配慮をすることが大切であ

る。

ウ生命の尊重や自然環境の保全に関する態度の育成に留意し、使用薬品などの管理及

び廃棄についても適切な措置を講ずること。

環境保全の立場から、実験における使用薬品などの管理や廃棄について適切な措置

を講じることが大切であり、水質汚濁防止法や毒物及び劇物取締法などの規定にも留

意し、細心の注意を払う必要がある。

また、中学生、高校生を含む青少年による麻薬、覚せい剤、シンナー、トルエンな

どの薬物乱用が社会問題となっているが、これらの物質は人間の心身に大きな害悪を

もたらすものであることについて、「保健体育科」などでの指導と関連を図りながら、

指導することが必要である。

エ環境問題や科学技術の進歩と人間生活にかかわる内容等については、自然科学的な

見地から取り扱うこと。

これらを取り扱う場合は、必要以上に多岐にわたる内容を取り上げることのないよ

うに留意し、自然科学的見地から客観的に扱うことが必要である。

オ各科目の指導に当たっては、観察、実験の過程での情報の収集・検索、計測、結果

の集計・処理などにおいて、コンピュータや情報通信ネットワークなどを積極的に活

用すること。

活用に当たっては、コンピュータ、情報通信ネットワークなどの特性を踏まえ、利

用する目的や内容を明確にするとともに、直接自然を調べる観察、実験や野外観察の

重要性をよく認識することなどに、十分留意することが必要である。

－３８－ 
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３指導計画の作成

（１）「理科基礎」の指導計画（例）

－３９－ 

学期 月 単元（]i１回） 指導］Ｔｌ目 指導のねらい
予定

時数
FＷ窓叫Ｆ頑

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

1１ 

1２ 

１ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

３ 

１ 

３ 

２ 

(1)科学の始ま

り

(2)自然の探究

と科学の発展

(3)科学の

とこれか

人川生活

課皿

らの

ア物貿の成り立
ち

仇、i(子、分子

の探究

豪⑰､(ｲ)のうち、
、を選択

イ生命を探る

(ｲ）巡化の考え

方

蕊tF)､(ｲ)のうち、

(ｲ)を選択

ウエネルギーの

考え方

、エネルギー

の考え方の形

成

蕊(7)､(ｲ)のうち、

、を選択

エ宇宙・地】61［を

探る

い）プレートテ

クトニクス税

の成立

※㈱､H)のうち、
(ｲ)を遡択

物質とエネルギー
についてのi9iUm

蕊「物質とエネ
ルギー」につ
いてのiMlUuIを

選択

･道具や火の活用、自然のlill察と

その穂みⅢね、自然の中に見ら

れる机１１Ｉ性や法ⅡU性の発見など、
科学の始まりと人IlU生活とのか
かわりについて考えさせる。

･自然への疑IIllや興味に基づく客

楓的な観察と新しい苑iUlｶｾﾞ科学

を発ＩＨＩさせ、自然の見方を大き
く転換し、腰IMIきせたことにつ

いて理j孫きせる。

･物質の成り立ちが解明きれてき
た過程及びそれに基づいて物斑
の合成が可能となり、物質の利

用が発展してきた過程について
理j界させる。

･原子、分子などの概念がどのよ

うな過程を経て確立きれてきた
かについて、観察、実験を基に

理解きせる。

･既存の概念にとらわれない発想
や異なる机点からのものの見方

が原子、分子の考え方を導き出
したことに気付かせる。

･地球上に生活する生物は巡化の
過程を経て現在に至り、巡化の

要因には様々な考え方が艶IIBさ
れてきたことなどを通して、生

物についての理解が深められて

きたことを学習させる。

･エネルギーという考え方がどう
して生まれ、どのようにしてそ

れが解明きれてきたかについて

学び、エネルギー概念の靭入に

よって自然の現象が統一的に説

明できるようになったことを理
解させる。

．』也球醜の変遷について扱い、時

代による科学技術の進歩の意義
について学習するとともに、こ

れらの見方や考え方は現在でも
発展過程のU12にあることを理解

きせる。

.様々な自然遜識の展開による科

学の成果についての学習を踏ま

えて、]91左及び将米における科
学のWil皿と身近な人lⅢ生活との

かかわりについて考察させる。
・エネルギーの問題が現在及び将

米において直面する大きな課題

であり、エネルギー資源やその

利用可能な技術の開発と現境保
全について科学技術の果たす役

割が大きいことを考察させる。

1０ 

1２ 

1２ 

1２ 

1２ 

1２ 

＜配M1班項＞

･中学校理科とのU11巡
を十分考慮するこ
と 。

･科学の発展と人IIU生

活とのかかわI)につ

いて理解きせ、科学

的な見方や考え方を
育成すること。

.(2)のアからエは、そ

れぞれ⑱または(ｲ)の

いずれかを選択して

扱うこと ｡ 

｡(3)については課皿を

適宜設けて考察さ

せ、報告書にまとめ
たり、発表を行わせ

たりすること。

･桁灘に当たっては、
適宜コンピュータな

どの活用を図るこ

と ０ 

＜評価の観点＞

【１１１１心・意欲・態度】
１ｺ然のJIF物・現象に

１１１１心や探究心をもち、
意欲的にそれらを探究

するとともに科学的態

度を身に付けることが
できたか。

【思考・判断】
自然のZlF物・現象の

『１ＪにllUHⅡを見いだし、

観察、実験などを行う
とともに、事象を爽証

的、麓理的に考えた

り、分析的・総合的に

考察したりして問題を
解決し、率案に基づい
て科学的に判断するこ

とかできたか。

【観察・実験の技能．
表現】
観察、実験の技能を

習ｲﾘするとともに、ビｌ

然のJ1F物・現象を科学
的に探究する方法を勘
に付け、それらの過樫

や結果及びそこから尊
き出した自らの考えを

的砿に表現することが
できたか。

【知識・理解】
観察、実験などを皿

して自然のZH｡1カ．現象

についての基本的な概

念や原理・法11ﾘを理解

し、知識を身に付ける
ことができたか。

計 3５ 7０ 
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(2)「理科総合Ａ」の指導計画（例）

顛(1)については、(2)から(4)までの中で扱うこともできるが、本案では玻初に実施することとした。

－４０－ 

学期 月 週数 jIi元（項目） 指弾科目 桁導のねらい
予定

時数
留意ＩＩＩ項

】

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

1１ 

1２ 

１ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

３ 

１ 

３ 

２ 

(1)自然の探究

(2)資源・エネ

ルギーと人間

生活

(3)物質と人間
生活

(4)科学技術の

進歩と人IlU生

活

アビl然の見方

イ探究の仕方

ア資源の開発と

利用

（７）エネルギー

資源の利用

(ｲ）その他の資
源の開発と利

用

イいろいろなエ

ネルギー

0Fう仕事と熱

(ｲ）エネルギー

の変換と保存

ア物質の柵成と

｣'1位

(万物質の榊成

jli位

(ｲ）物質の変化

イ物質の活用
、日常生活と

物質

(ｲ）生物のつく

る物質

・121然をエネルギーや物質の変化

と変換などでとらえ、自然に対
する総合的な見方や考え方を義
フ。

･具体的な事例についての観察、

突験などを通して、探究の進め

方を体得させる。

･弼柧型の化石燃料とli(子力及び

非蓄横型の水力、太鴎エネルギ

ーなどの特性や有限性及びその

利111などについて理解させる。

･金＃11、非金属資源の特性や有限

性、資源調査の方法や開発、再

利lilについて]理解きせる。

･ｉｎ流による発熱や仕ﾘﾄﾞなど、熱

と仕事を中心としたエネルギー
の基礎について理解させる。

･太陽エネルギーは仕リドに変えら

れたり生物のエネルギー源に

なったりすること及びエネル

ギーは変換されるがその総量は

保存されることについて理解ざ
せる 。

．[i(子、分子、イオンとその結合

についての基礎を理解させる。

･物質の状態変化及び化学変化に
おける原子、分子、イオンの状

態をエネルギーとUU連させて理

解させる。

･人IlU生活とかかわりの深い物質

の特性と利用及び物質の製造に

エネルギーが必要であることに

ついて理解させる。

･生物が有用な物質をつくること
及び生物体内の化学反応の精妙

ざについて理解させる。

･科学技術の成果と今後の課題に

ついて考察させ、科学技術と人

1Ⅲ生活とのかかわりについて探

究させる。

２ 

２ 

２１１ １価㈹
肥⑧

１ ８ １ 

肥⑧
１ ８ １ 

１ 

２１ 

１価伯
1０ 

＜配慮事項＞

･中学校理科との関迎
を十分考11､するこ
と 。

･日常生活と関迎付け
て身近な自然の事

物・事象についての

理解を無理なく行わ
せること ｡ 

･科学的な見方や考え
方を育成すること。

･指導に当たっては、
適宜コンピュータの

活用を図ること。

･各項目を有機的に関
連付け、自然を駐合

的にとらえられるよ

うにすること。

.(4)については課題を

適宜設けて探究さ

せ、報告轡にまとめ

たり、発表を行わせ

たりすること。

＜評価の観点＞

【llll心・意欲・魍度】
自然の葱IMI力・鞭象に

関心や探究心をもち、

意欲的にそれらを探究

するとともに科学的態

度を身に付けることが
できたか。

【思考・判断】
自然の副i4＃５．現象の

中に問題を見いだし、

観察、実験などを行う

とともに、班象を実証
的、苫理的に考えた

り、分析的・総合的に

考察したりして問題を

解決し、事実に選づい

て科学的に判断するこ

とができたか。

【観察・実験の技能．
表現】
観察、実験の技能を

習得するとともに、自

然の事』iﾘｸ・現象を科学

的に探究する方法を身
に付け、それらの過程

や結果及びそこから導
き出した自らの考えを

的確に表現することが

できたか。

【知識・理解】
観察、実験などを通

して自然の事物・現象

についての韮本的な概

念や原理・法Ⅱﾘを理解

し、知識を身に付ける
ことができたか。
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(3)「理科総合Ｂ」の指導計画（例）

燕(1)については、(2)から(4)までの中で扱うこともできるが、本案では最初に実施することとした。

－４１－ 

学期 月 週数 単元（噸目） 指導Jin目 指灘のねらい
予定

時数
翻意事項

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

1０ 

1１ 

1２ 

１ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

３ 

１ 

３ 

２ 

(1)自然の探究

(2)生命と地球

の移り変わり

(3)多榔な生物
と自然のつり

合い

(4) 人間

と地球

変化

ア自然の見方

イ探究の仕方

ア地球の移り変

わり

、惑星として

の地球

(ｲ）地球の変動

イ生物の移り変

わ『）

、生物の変遷

(ｲ）遺伝子の規

11Ｉ性

ア地表の姿と大
気

（７）多槻な景観

(ｲ）大気と水の

循環

イ生物と珂境

、生物の多様

性

(ｲ）生物と環境

とのかかわり

・自然を多楳性と共通性、変化と平
衡などでとらえ、自然に対する総

合的な見方や考え方を養う。

･具体的なIIS例についての観察、実

験などを通して、探究の進め方を

体得させる。

･他の惑皿との比較において、生命

を生み出す条件を傭えた地球の特

徴について理解させる。

・プレートの動きによる世ﾘILの大山

脈の形成などの大地の変動につい

て理解させる。

･地球上の光合成生物の蕊生から生

物が陸上に進出し現在の生物に至

るまでの変遷について理解させ

る ｡ 

･生物には親から子へ形質を伝える
遺伝現象があり、そこには過伝子

の存在という共通性があることを

理解させる。

･現在の地球上の陸地、島弧、海洋

底などの景観の特徴とその成因に

ついて理解きせる。

･地球規模の大気と水の循環や運動
について理解させ、地球上では、

熱の移動が行われ、熱的平衡が保

たれていることを認鐡させる。

･地球には多橡な生物が存在してい

ること及びそれらの生活の多榔性
について理解させる。

･生物とそれを取り巻く環境はIm々

の生態系としてとらえることがで

きること及び生態系における生物

と環境とのかかわりを理解させ

る ｡ 

･生物とそれを取り巻く現塊の現状

と課題について考察させ、人IⅢと

地球】Bu境とのかかわりについて探

究させる。

２ 

２ 

１ 

６刃

９ 

１Ｉ 

Ｉ 

１ 

４０ 

４ 

１０ 

１ 

２１副１いく
Ｍ⑥ 

１ ８ １ 

1０ 

＜配Ｈ１事項＞

･中学校理科とのllU迎
を十分考噸する二
と 。

・日常生活と関連付け

て身近な自然の躯

物・事象についての
理解を無理なく行わ

せること。

･科学的な見方や考え

方を育成すること。

･指導に当たっては、

適宜コンピュータの

活用を図ること。

･各項目を有機的にIlU
巡付け、自然を総合

的にとらえられるよ

うにすること。

.(4)については課題を

適宜設けて探究さ

せ、報告書にまとめ
たり、発表を行わせ

たりすること。

＜評価の観点＞

【関心・意欲・態度】
自然の事物・現象に

関心や探究心をもち、

意欲的にそれらを探究

するとともに科学的態

度を身に付ける二とが

できたか。

【思考・判断】
自然の事物・現象の

中に問題を見いだし、

観察、実験などを行う
とともに、事象を実証

的、翁理的に考えた

り、分析的・総合的に

考察したりして間胆を

解決し、事実に基づい
て科学的に判断するこ

とができたか。

【観察・実験の技能.
表現】
観察、実験の技能を

iW得するとともに、自

然のJIF物・現象を科学
的に探究する方法を身

に付け、それらの過程

や結果及びそこから導

き出した自らの考えを

的確に表現することが

できたか。

【知識・理解】
観察、実験などを通

して自然の邸J物・現象

についての基本的な概

念や原理・法則を理解

し、知識を身に付ける

二とができたか。
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問１「総合的な学習の時間」において、理科と関係が深いテーマを実施する場合の

年間指導計画はどうあるべきか。

１学年で35時間の「総合的な学習の時間」を実施する場合の、年間指導計画の例を示

す。本例は開設する選択講座として、各教科と関係が深い約15のテーマについて講座名

を生徒に提示後、理科と関係が深い「環境科学」の講座を20～25名の生徒が選択し、さ

らに生徒の興味・関心等に応じて４つのグループに分かれたという仮定で作成したもの

である。

｢環境科学」の年間指導計画（例）

「

－４２－ 

字Ⅱ、

月 週数 学習狐目 活動内容の慨要 活動形態

４ ３ 

ガイダンス

ー蒋藪蘓索万万冠夛

○学年｣11位でのオリエンテーション

．｢総合的な学習の時1Ⅲ」の全体説明
･肌修に当たっての注窓耶項の確誕

両iY畿鵜灘i鶏議識響一
・コンピュータの基本操作法
・インターネ
.↑u子メール

ツ

の

トによる１W報検索の方法
送受伯方法など

学年一斉学１Ｗ

学級一斉学習

１ 

２ 

５ ３ 

舗座決定
オリエンテーショ
ン

f割Ｉする鼬｣

○「現境科学．
し、興味・’

区について極11Uを受Ｉ .､週択する鋼座を決定する．

を選択した生徒IIUで環境についての意見交流を
U心等に応じた環境調在の班（Ａ－Ｄ）を作る。

男ＩI学習

識座別学習

１ 

２ 

６ 

７ 

８ 

９ 

４ 

２ 

２ 

４ 

身近な現塊を調べ
る

Ｕ轍巍MH丑の万法についてIXI跨飯やインターネットで調べてま

とめる。

○野外lWM狂

(例）Ａ班種類や個体数等について植物群落を調べる。
Ｂ班パックテストや水生昆虫で河川水､湖水を調べる。
Ｃ班気体検知榧を用いて大気を調べる。
Ｄ班露頭を観察して地衝や土壌を綱くる。

Ｏ擁架した試料を用いて観察､実験を行い、その性質を調べる。
(例）Ａ班植物…標本の作製、顕微鈍観察など

Ｂ班河'''水…透Iﾘ】度、含有物質など
Ｃ班大気･･･様々な場所での気体捜庇の比較など
Ｄ班土製…土塊生物の調在、柵成物の顕微鏡観察など

○博物、見学

．zU在の地域の自然環境について学ぶ。
･地域の自然環境の変避について学ぶ。

Ｏ地j喚の人から地域の自然現填の変遷について学ぶ（地hR諏師）
○綱在結果のまとめとしての壁新川を作成する。

□ 

班別学ｉＨ

班別学習

班別学習

鞭座別学１３１

学年一斉学調
班別学認

１ 

３ 

２ 

２ 

１３ 
1０ 

1１ 

1２ 

４ 

４ 

３ 

環境Ⅲ]皿について
調べる

○現境IIU迦についてＥ FlFmやインターネッ ･でHMIぺる。

1-ﾉｪｴｰこげJii周甜に７~￣弓ｒごluEJE，｡□

(例）Ａ班帰化植物
学校周辺の植物群落中の帰化植物について調べた
り、帰化植物の繁茂する理由を種子の発芽実験などを
通して調べる。
Ｂ班水質汚濁とiii化
下水Xh処理秘を見学し下水処理の方法や現状につい
て施設見学をして綱ぺたり、水の浄化について活性炭
や微生物を用いた実験等を行ってＨｉｌｌくる。
Ｃ班地球攪唾化
地球温吸化についてインターネットで鋼べたり、極

物の光合成によるCO2の減少や鰹室効采の実験をjｍＬ
て調べる。
、班土製汚染

土製の汚染物質について化学的性質を実験でiiWlべた
I)、現境への影卿を理IⅡ]家にnt子メールで質IIUしてliM
くる ０ 

○班を２つに分け、鯏溢テーマにMII係した皿材を決めて、賛成
と反対それぞれの立秘で隅ぺ、ディペートする。

班別学調

班別学習
班別学習

翻座別学制

２ 

１５ 

３ 

１ 

２ 

３ 

１ 

３ 

２ 

まとめ ○鉦でまとめについてi盾し合いをし、コンピュータによる報告
霧を作成する。

○発我会

･プレゼンテーションソフトを用いて発表する。
･教師の評価だけではなく自己評価、生徒1111評価についても
実tiiiする。

班別学習

鏑座別学制

４ 

２ 
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